




グリーンコープ開発の離乳食よ
り一足先に、地球畑（メーカーブ
ランド）の離乳食商品などが店
頭に登場しています。プロジェクト
メンバーが味見もして確認した、
イチオシ商品です。ぜひ覗いてみ
てくださいね！

※お店によっては取り扱いのない商品もあります
　ので、詳しくは各お店にお問い合わせください。

（３）2024年１月８日

要望の多かった離乳食が
2024年前半にいよいよ登場！
安心、安全な離乳食を生まれて
きてくれた赤ちゃんに届けたい。
赤ちゃんのしっかりした味覚の
形成のために素材も味も厳選。
そしてそれをサポートするパパや
ママにもハッピーな気持ちを
味わってもらえたら・・・
中身はもちろん、包材やデザイン
にもこだわっています。

コンセプトのイメージに合ったパッケージデザインを
手掛けていただく会社が決定しました

withファーマーズ
産地直結（生産者と組合員が顔の見える関係）とグリーンコープの

安全基準の厳しさや高さをアピールできる商品に

産直青果・産直米はできるだけ余剰・規格外のものを加工して使用し

可能な限り環境型包材を使用

ＳＤＧｓの観点から

包材デザインはシリーズとして統一感をもたせる

忙しいママ・パパのお助けアイテムとなるように

２３年４月よりスタートした離乳食検討プロジ

ェクト委員会。活動組合員の有志と各地域の

食べもの委員長、職員が参画。

福岡地域理事会の「夢ヲかたちに」として位

置づけ、地域理事会メンバーも共有しながら

ゴールに向けて進んでいます。

プロジェクトメンバー紹介

ふっくりんこ JAPON

国産野菜を使った野菜パウダー

国産野菜を使った野菜フレーク

グリーンコープふくおか全店にて
　　　　　   離乳食コーナー設置を開始！

お待たせしました！
ただいま絶賛検討中！

先行
配置

先行
配置









団体名（活動エリア） 活 動 内 容 使 途 助成額

団体名（活動エリア） 活 動 内 容 使 途 助成額

団体名（活動エリア） 活 動 内 容 使 途 助成額

団体名（活動エリア） 活 動 内 容 使 途 助成額

団 体 名 助 成 金 の 使 途 と 活 動 内 容 助成額

福祉活動組合員基金
今回助成が決まった団体

ありがとう100円

　福祉活動組合員基金（100円基金）は、参加型地域
福祉をすすめるために、組合員が毎月100円ずつ出
し合っています。この基金は、各地域から選出され
た委員で構成された基金運用委員会で、申請いただ
いた団体と面談をおこない助成決定します。
　助成金は、グリーンコープの福祉活動や地域で福
祉の活動をされている団体で有意義に活用されます。

高次脳機能障がいを考える会「虹」（北九州市）北九州

ある日突然、病気や事故で高次脳機能障が
いを発症します。発症したその日から当事
者、家族は今までと全く違った生活を送り、
苦しみを抱えます。誰もがなることを知っ
て安心して暮らせる社会を作るため、私達
は活動しています。

二丁目小学校 
（宗像市公園通り）

中部

ＮＰＯ法人　アコア　（福岡市早良区）福岡

おやとこラボ　
（春日市昇町及び大土居）

南

親と子、どちらにも大切な〈安心〉を育むお
集まり会として、子どもの心身発達を学ぶ講
座や発達を促す遊びを提供します。また、一
緒に台所しごとを楽しむことで、助け合いや
悩みを打ち明けられる関係性作りも目標です。

〈北九州地域基金運用委員会 10月２日開催〉

知的障がい者の美術活動として発足。講
師は美術的感性を高く評価し、表現の幅
を広げ、本来持っている力を伸ばしたい
と考える。月４回作品作りを楽しく取り
組む。

ｃｈａｎ ｃｈａｎ ＡＲＴ
（北九州市）

200,000 

パソコン、プリンタ
ーのインク、展示作
品用布製靴、布用・
アクリル絵の具、キ
ャンバス

息子が高次脳機能障がい者となり、後遺
症で苦しみ自殺まで考えた。私達家族の
ような苦しみを持つ者が多い事に気付き、
この障がいを周知して貰う為、会を結成
し活動を始めた。

高次脳機能障がいを
考える会「虹」
（北九州市）

183,000 周知のための研修会
開催費用

次世代を担う子どもたちが、心豊かに生
きる力を育めるよう、自然活動体験の時
間や芸術に触れる機会を大切にする。子
どもたちと季節の行事も行う。

響の森
（北九州市小倉北区、   

北九州市戸畑区）
200,000

楽器、ウォルドルフ
人形、蜜ろう粘土、
絵の具、染め紙、絵
筆の購入費、講座開
催費

〈南地域基金運用委員会 10月２日開催〉

がん患者と家族の支援、情報の共有と交
流による支え合いが目的。年に１回記念
講演会を開催し、市民にも参加を呼びか
け知っていただく。

がんサロンちっご　
虹の会
（久留米市）

200,000
会場使用料、講師謝
金、ロッカー使用料
（年間）、記念講演
会開催費用など

みんなの食堂ポラリスでフードパントリ
ーを開催。老若男女みんなで食事を囲み
交流できる居場所をつくる予定。大野城
市立中学校に全員制完全給食実現のため
市民活動を展開中。

中学校のより良い
給食を考える会
＠大野城
（大野城市）

162,000 

チラシ印刷代、ガソ
リン代、クーラー代、
食堂開催準備費、ボ
ランティア交通費な
ど

親の学ぶ機会や乳幼児の発達を促す運動
と遊びを提供。子育てを助け合う場を作
り、悩みを打ち明けられる関係性を構築
する。

おやとこラボ
（春日市昇町
　　　及び大土居）

188,080
２つの公民館の貸室
料、食材費、サポー
ターの交通費、講師
料、備品購入費など

〈中部地域基金運用委員会 10月２日開催〉

食べる・手を動かす・自然とあそぶ・ア
ートの様々な体験を「種」にして、視点
をたくさん増やし森羅万象を面白がり、
できることを見つける活動を行う。

Ｇｒｅｅｎ　Ｂｌｕｅ　
Ｌｉｆｅ　ｌａｂｏ
（古賀・宗像市）

200,000
昼ごはんの食材、工
作材料や教材費、場
所代の一部

地域の公民館を活用し、子どもたちに集
いの場を提供し、年間５回程度『開校』
している。体操、工作、そうめん流しな
どの体験から学ぶことをテーマに活動し
ている。

二丁目小学校
（宗像市公園通り）

198,100 
マイク、拡声器、の
ぼり旗、ポール、ト
レー、茶碗、箸、モ
ルックの購入費など

〈福岡地域基金運用委員会 10月２日開催〉

被害者女性たちの自助グループ活動を主
に、当事者たちが回復を支え合う居場所
づくりとトラウマのセルフケアを学び、
コミュニケーションスキルの習得を応援
するイベントを開催。

NPO法人　アコア
（福岡市早良区）

174,911 
居場所整備のための
防音、防災、防臭設
備の購入費

特別養子縁組家庭を繋ぐ目的として設立。
親だけでなく子ども同士が繋がるきっか
けづくりを目指して活動。サロンや懇親
会を実施し、交流会（居場所づくり）に
力をいれる。

おむすび会
（福岡市）

200,000

ＨＰの作成費、スピ
ーカーの購入費、講
師料と交通費、会場
費、託児料、イベン
ト費

不登校、学校に馴染めない、家庭に居場
所のない子どもたちが自由に過ごせる
「みんなの居場所」を開設。食事や学習
の場を提供し、保護者の相談を受ける支
援も行っている。

特定非営利活動法人
いとしま児童クラブ
（糸島市）

178,000会場費、講師料、チ
ラシ印刷費

〈全体基金運用委員会 ９月27日開催〉

｢みんなの居場所
　といろ」運営用
電化製品の購入費
※実費精算

グリーンコープ
生活協同組合
ふくおか
中部地域

280,000

「子どもから高齢者まで地域に住むすべて
の人が安心して集える居場所」として宗像
店会議室に開所。食事の提供も行う。地域
の様々な年代の方が沢山来られ交流を楽し
まれている。

2022年度ふれあい
配達に伴う運営費

グリーンコープ
生活協同組合
ふくおか
中部地域

261,072

高齢者への配慮のある配達の必要性や今後
の高齢化社会への取り組みとして、ワーカ
ーズｗｉｔｈが「ふれあい配達」を担う。温
かい会話や見守り、柔軟な対応で組合員も
安心して継続利用してもらう。

2022年度子育て講
演会の開催費用

グリーンコープ
生活協同組合
ふくおか

535,637

元気に一歩を踏み出せるように開催し、子
育てに関わる大人だけではなく、子どもも
一緒に聞ける講師や講演テーマで大変好評
だった。子育て中の方には託児もあり参加
しやすかった。

終活に関する相談
窓口の事業経費
※実費精算

グリーンコープ
生活協同組合
ふくおか
中部地域

807,610
活動組合員の声がきっかけで、終活に関す
る個別相談会を開催し、多くの組合員の悩
みに寄り添う。ＦＰ円縁、ｗｉｔｈと一緒に
地域に根ざした活動になるよう取り組む。

介護職員初任者研
修　受講料及び交
通費
※実費精算

社会福祉法人
グリーンコープ 2,352,000

介護現場を担うワーカーの人材育成として、
基礎となる「介護職員初任者研修」の受講
をすすめる。グリーンコープ連合会主催の
ほか、人材不足ですぐに従事できるよう一
般の研修も受講している。

介護職員実務者研
修　受講料及び交
通費
※実費精算

社会福祉法人
グリーンコープ 2,000,000

介護保険事業の将来を見据えた人材育成と
して、身体介護に関わるヘルパーは、介護
福祉士の受験資格が必須となる介護職員実
務者研修の受講をすすめる。

北九州 地域 … 1/22 ㈪  ウェルとばた
中　部 地域 … 1/23 ㈫  宗像ユリックス
福　岡 地域 … 1/22 ㈪  オンライン
　南　 地域 … 1/29 ㈪  オンライン

2023 年度 福祉活動組合員基金助成報告会 のお知らせ

65歳～90歳を対象に歌唱したり、回想す
る事で認知症を予防し、音楽に合わせ身
体を動かす脳トレ教室を開催。音楽を通
して人との繋がりを大切に活動している。

志音会　
音楽を使った脳トレ教室
（宗像市）

200,000
ミュージックフープ、
コピーのトナー代、
会場費、講師料など

学校の振休日などに地域の二丁目公民
館を活用し、子ども達の居場所として、
年５回程度『開校』。１～６年生一緒に、ニュース
ポーツ、竹工作、給食づくりなどの体験活動をして
います。今年度は『放課後開校』も始めました。

18歳までを対象に、「助けて欲しい」
「誰かと話したい」と感じている子ども
との電話やLINEチャットを通じたコミ
ュニケーションによって、子どもたちの
支援を行う。

一般社団法人　
子ども電話　童神
（福岡市）

200,000
子どもたちから電話
を受けるための通信
費、講師謝金

わらびがみ

暴力あるいは、その影響を受けた女性たちの回復支援をおこなう当事者団体
アコアが、昨年開所した“アミーガ”では、生きづ
らさを抱えた女性たちが、自分らしく生きる力を
取り戻すための、安全なトレーニングの場と安心
な居場所作りを、メンバーさんと共に考え目指し
ています。必要な方に届きますように。

2024年１月８日（８）
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